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は
、
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
を
経
て
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
へ
戻
る
ル
ー
ト

を
設
定
。

　

万
灯
呂
山
展
望
台
に
到
着
し
た

参
加
者
た
ち
は
、
商
工
会
女
性
部

の
手
づ
く
り
お
に
ぎ
り
と
井
手
の

里
汁
に
舌
鼓
を
打
ち
、
見
頃
と
な

っ
て
い
る
紅
葉
に
見
と
れ
な
が
ら

一
息
つ
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
あ

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
坊
部
長
の

開
会
宣
言
に
続
い
て
、
あ
い
さ
つ

に
立
っ
た
奥
村
商
工
会
長
は
「
昨

日
コ
ー
ス
の
下
見
に
行
き
ま
し
た

が
、
大
正
池
周
辺
は
紅
葉
真
っ
盛

り
で
し
た
。
今
年
も
大
勢
の
参
加

に
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
今
日
は
事
故
の
な
い
よ
う
に

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。　

回
目
を
迎
え
た
今
回

１２

は
、
６
歳
か
ら　

歳
ま
で
の
男
女

６９

約
２
０
０
人
が
集
ま
り
、
午
前　
１０

時
に
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
前

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ー
ス
は
、
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
前
か
ら
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ

ン
を
経
て
、
龍
王
の
滝
か
ら
大
正

池
へ
向
か
い
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

で
休
憩
し
、
林
道
を
通
っ
て
万
灯

呂
山
展
望
台
へ
。
展
望
台
の
後

　

山
吹
Ｍ
Ｔ
Ｂ
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ

ス
タ
２
０
０
５
が　

月　

日（
祝
）

１１

２３

に
開
か
れ
、
町
内
を
は
じ
め
遠
く

は
三
重
県
や
岐
阜
県
か
ら
Ｍ
Ｔ
Ｂ

（
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
）愛
好
家
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

同
フ
ェ
ス
タ
は
、
町
商
工
会
青

年
部
（
中
坊
隆
一
部
長
）
の
主
催

で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
ス
ピ
ー
ド

を
競
う
の
で
は
な
く
、
町
の
自
然

を
満
喫
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
Ｍ
Ｔ
Ｂ
を
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
毎
年
こ
の
時
期
に

� � � � � � �� � � � � � �

������

�
�
�
�
�
�
�

と
、
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
へ

移
動
し
、
自
転
車
な
ど
の
豪
華
賞

品
が
当
た
る
抽
選
会
に
参
加
。

　

参
加
者
は
、「
い
い
お
天
気
で
秋

の
紅
葉
の
中
を
走
っ
て
楽
し
か
っ

��������	
�

�������

た
で
す
」
と
秋
を
満
喫
し
な
が
ら

サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
楽
し
め
た
こ
と

に
、
と
て
も
満
足
し
て
い
ま
し

た
。
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月
２
日
（
水
）
に
多
賀
小
学

１１
校
で
、
生
活
に
身
近
な
下
水
道
で

環
境
問
題
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
、

下
水
道
の
授
業
が
行
わ
れ
、
講
師

に
京
都
府
流
域
下
水
道
建
設
事
務

所
の
職
員
ら
が
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど

を
使
っ
て
府
内
の
下
水
道
事
業
や

　

授
業
で
は
、「
消
化
ガ
ス
発
電
施

設
」
や
「
汚
泥
乾
燥
施
設
」
な
ど

に
つ
い
て
説
明
。
実
際
に
処
理
場

に
入
っ
て
く
る
下
水（
流
入
下
水
）

や
、
処
理
し
た
後
の
水
（
放
流
水
）

や
汚
泥
（
乾
燥
汚
泥
・
脱
水
汚
泥
）

の
〝
に
お
い�
も
体
験
し
、
下
水

道
の
仕
組
み
や
地
球
温
暖
化
と
の

関
係
を
、
ク
イ
ズ
な
ど
で
学
ん
で

い
ま
し
た
。

環
境
対
策
な
ど
を

説
明
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
京
都
府

の
職
員
が
出
向
い

て
施
策
に
つ
い
て

説
明
を
す
る
「
府

職
員
出
前
語
ら

い
・
専
門
職
員
派

遣
」
制
度
の
申
し

込
み
件
数
が
５
０

０
件
を
超
え
、
そ

の
５
０
０
番
目
の

申
し
込
み
が
多
賀

小
学
校
と
な
り
職

員
ら
が
４
年
生
を

対
象
に
下
水
道
や

地
球
温
暖
化
に
つ

い
て
授
業
を
行
い

ま
し
た
。
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文
化
祭
の
式
典
冒
頭
に
、
本
町

の
町
政
振
興
の
た
め
に
貢
献
し
て

い
た
だ
い
た
方
に
自
治
功
労
者
の

表
彰
が
、
町
の
公
益
の
た
め
に
金

品
を
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
方
に

対
し
て
善
行
表
彰
が
行
わ
れ
、
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
表
彰
さ
れ
た
方
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

�
�
�
�
�
�
�

○
小
川　

幸
一
（
石
垣
区
）

○
谷
田　
　

操
（
南
部
区
）

�
�
�
�
�

○
村
田　

清
和
（
北
部
区
）

○
水
野　

孝
道
（
西
部
区
）

○
㈱
大
和
建
設
工
業（
京
田
辺
市
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
３
鉢
花
壇
の
部　

中
坊　
　

修

�
�
�
�
�
�
�

�
３
鉢
花
壇
の
部　

横
田　

楢
造

�
単
鉢
の
部　
　
　

丸
山　

絹
子

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
３
鉢
花
壇
の
部　

吉
川　
　

脩

�
単
鉢
の
部　
　
　

中
坊　
　

溥

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
３
鉢
花
壇
の
部　

田
中　

博
文

�
単
鉢
の
部　
　
　

古
川　

信
子

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�

�
３
鉢
花
壇
の
部　

飯
田　

文
子

�
単
鉢
の
部　
　
　

木
田　

文
雄

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�



�
３
鉢
花
壇
の
部　

古
川　

岩
生

�
単
鉢
の
部　
　
　

山
本　

正
成

鼓
演
奏
、
エ
コ
ー
た
ち
ば
な
に
よ

る
コ
ー
ラ
ス
、
一
般
参
加
者
か
ら

の
カ
ラ
オ
ケ
や
バ
ン
ド
演
奏
、
踊

り
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
で
は
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
が

響
き
わ
た
り
、
出
演
者
に
花
束
が

贈
ら
れ
る
光
景
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン

タ
ー
２
階
で
は
、
町
英
語
指
導
助

手
の
エ
ミ
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
さ
ん
と

そ
の
友
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
に

よ
る
『
ジ
ャ
ッ
ク
オ
ー
ラ
ン
タ
ン

ピ
ニ
ャ
ー
タ
』
作
り
が
催
さ
れ
、

集
ま
っ
た
親
子
ら
約　

人
は
風
船

６０

と
紙
を
使
っ
た
ジ
ャ
ッ
ク
オ
ー
ラ

ン
タ
ン
を
作
り
、
本
場
の
ハ
ロ
ウ

ィ
ン
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

　

山
城
勤
労
者
福
祉
会
館
で
は
、

各
サ
ー
ク
ル
や
教
室
、
一
般
か
ら

の
力
作
が
会
場
に
所
せ
ま
し
と
展

示
さ
れ
、
中
に
は
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

作
り
な
ど
の
体
験
が
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
な
ど
も
あ
り
、
訪
れ
た
人
た

ち
は
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
く
体
験
し
て

い
ま
し
た
。

　

山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、

井
手
町
図
書
館
の
本
の
リ
サ
イ
ク

ル
市
が
、
同
３
階
で
は
お
茶
席
が

設
け
ら
れ
、
駐
車
場
で
は
、
う
ど

ん
や
天
ぷ
ら
、
焼
き
い
も
、
金
魚

す
く
い
な
ど
の
模
擬
店
、
新
鮮
野

菜
等
の
即
売
会
の
ほ
か
、
菊
花
の

展
示
や
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分

署
に
よ
る
消
火
器
を
使
っ
た
消
火

体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
催
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

第　

回
文
化
祭
は　

月
５
日

２６

１１

（
土
）、
６
日（
日
）の
２
日
間
開
催

さ
れ
、
作
品
展
・
商
工
祭
・
農
業

祭
・
舞
台
発
表
・
青
年
の
主
張
大

会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で

行
わ
れ
、
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
で
は
２
日
間
で
計　
２１

組
の
舞
台
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

舞
台
上
で
は
、
保
育
園
児
や

小
・
中
学
生
の
歌
や
踊
り
を
は
じ

め
、
い
づ
み
ま
な
び
教
室
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
大
正
琴
演
奏
や
太
極

拳
の
演
技
、『
左
馬
』
に
よ
る
和
太
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バ
ー
が
丁
寧
に
お
教
え
し
ま
す
。

②
か
ま
ど
炊
き　

昔
な
つ
か
し
い

「
お
く
ど
さ
ん
（
か
ま
ど
）」
で

「
ご
飯
炊
き
」
が
体
験
で
き
ま
す
。

③
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド　

ふ
る
さ
と

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
メ
ン
バ

ー
が
、
無
料
で
町
内
の
史
跡
・
旧

跡
を
案
内
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
町
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
局
（
役
場

企
画
財
政
課
内　

℡　

‐
２
０
０

８２

１
）
ま
で

　

春
・
夏
に
は
『
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
』

の
ス
タ
ン
プ
を
、
秋
・
冬
に
は
『
つ

ば
き
』
の
ス
タ
ン
プ
を
そ
れ
ぞ
れ

設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
来
館
し

て
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
く
だ
さ
い
。

陶
芸
・
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
・

か
ま
ど
炊
き
体
験
を
し
て

み
よ
う

　

椿
坂
で
は
、
現
在
３
つ
の
体
験

メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

①
陶
芸　

陶
芸
工
房
山
吹
の
メ
ン

お
正
月
用
品
は 

椿
坂
で
お
求
め
を

　

毎
月
第
２
・
４
日
曜
日
に
開
催

し
て
い
る
野
菜
販
売
に
加
え
、　
１２

月　

日
（
日
）
午
前　

時
か
ら
椿

２５

１０

坂
で
「
仕
舞
い
市
」
を
開
催
し
ま

す
。
正
月
用
品
の
販
売
や
餅
つ
き

大
会
を
行
い
、
来
館
者
に
は
お
餅

を
振
舞
い
ま
す
。

カ
ー
ド
に
ス
タ
ン
プ
を
押

し
て
記
念
絵
は
が
き
を
も

ら
お
う

　

現
在
、
椿
坂
に
ご
来
館
い
た
だ

い
た
方
に
は
、
写
真
の
ス
タ
ン
プ

カ
ー
ド
を
お
渡
し
し
て
お
り
ま
す
。

　

ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
に
季
節
の
ス

タ
ン
プ
を
２
つ
集
め
た
方
に
は
来

館
記
念
と
し
て
井
手
町
の
魅
力
満

載
の
素
敵
な
絵
は
が
き
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

●OPEN　午前9時～午後5時
●休館日　毎週火曜日・金曜日
お茶のサービスやコーヒーを販売して
いますので、お気軽にお越しください

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
川
俊

雄
会
長
）
の
ま
ち
の
魅
力
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
報
告
会
が　
１０

月　

日
（
土
）
に
ふ
れ
あ
い
セ
ン

２９
タ
ー
集
会
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
平
成　
１２

年
に
発
足
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
対

し
て
提
案
を
行
っ
て
お
り
、
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
椿
坂
は
、
同
協

議
会
メ
ン
バ
ー
や
町
と
と
も
に
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
て
建
設
さ

れ
、
平
成　

年
４
月
の
オ
ー
プ
ン

１５

以
来
、
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ

っ
て
管
理
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
同
協
議
会
で
は
来
訪
者

に
対
す
る
も
て
な
し
な
ど
に
つ
い

て
検
討
す
る
専
門
部
会
を
発
足
し
、

「
市
」、「
食
と
も
て
な
し
」、「
活
動
・

交
流
・
体
験
」「
情
報
発
信
」
の
４

つ
の
専
門
部
会
に
分
か
れ
て
活
動

や
運
営
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

報
告
会
で
は
定
期
的
な
野
菜
市

の
開
催
や
レ
ジ
の
使
い
方
や
コ
ー

ヒ
ー
の
入
れ
方
な
ど
の
物
品
販
売

の
方
法
、
か
ま
ど
炊
き
や
陶
芸
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
体
験
活

動
の
運
営
の
ほ
か
、
特
技
を
持
っ

た
人
た
ち
の
人
材
バ
ン
ク
と
し
て

活
用
予
定
の
「
匠
バ
ン
ク
」
な
ど

に
つ
い
て
各
部
会
か
ら
説
明
や
報

告
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
協
議
会

の
メ
ン
バ
ー
ら
は
メ
モ
を
取
る
な

ど
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

��������	
��
�

��������	
��
���

ま
ち
の
魅
力
づ
く
り
に
向
け
て

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
活
動
報
告
会



������������ �

り
ま
す
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ

さ
い
。

　

申
し
込
み
用
紙
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
役
場
衛
生
課
、
賀
泉
苑
に

置
い
て
あ
り
ま
す
。

献
血
に 

ご
協
力
く
だ
さ
い

日
時
／
１
月　

日
（
金
）

２７

�
午
前　

時
〜　

時
半

１０

１１

　

保
健
セ
ン
タ
ー

�
午
後
１
時
半
〜
３
時

　

奥
村
製
鑵
（
株
）

※
献
血
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
、
受
付
時
に
本
人
と
確
認
で
き

る
証
明
書
の
提
示
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
運
転
免
許
証
・
健
康
保

険
証
・
学
生
証
・
社
員
証
・
身
分

証
明
証
な
ど
、
本
人
と
確
認
で
き

る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
（
℡　

‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２

「
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入

所
者
等
に
対
す
る
補
償
金

制
度
」に
つ
い
て

　

補
償
金
制
度
は
「
ハ
ン
セ
ン
病

療
養
所
入
所
者
等
に
対
す
る
補
償

金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
き
実
施
し
て
い
ま
す
。
補
償

金
の
請
求
期
限
は
平
成　

年
６
月

１８

　

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２１支
給
対
象
／
平
成
８
年
３
月　

日
３１

ま
で
に
国
立
ハ
ン
セ
ン
療
養
所
等

に
入
所
さ
れ
て
い
た
方
で
、
補
償

胃
・
大
腸
が
ん
検
診
の 

申
し
込
み
は 

お
済
み
で
す
か
？

　

平
成　

年
度　

胃
・
大
腸
が
ん

１７

検
診
の
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
（
既
に
申
し
込
ま
れ
て
い
る

方
は
除
く
）。
締
め
切
り
は
１
月

　

日
（
火
）
で
す
。

３１日
時
／
２
月　

日
（
火
）・　

日

２１

２２

（
水
）・　

日
（
木
）・　

日
（
金
）

２３

２４

の
４
日
間

※
詳
し
く
は
６
月
に
各
戸
配
布
し

ま
し
た
「
各
種
健
（
検
）
診
の
お

知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
「
各
種
健
（
検
）

診
の
お
知
ら
せ
」
に
添
付
し
て
あ

法
施
行
日
に
お
い
て
生
存
の
方

請
求
の
期
限
／
平
成　

年
６
月　

１８

２１

日
（
水
）

そ
の
他
／
次
の
方
は
、
補
償
金
を

請
求
で
き
ま
せ
ん
。

�
既
に
補
償
金
を
受
け
て
い
る
方

�
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
裁
判
上

の
和
解
が
成
立
し
て
い
る
方

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
厚
生
労
働

省
健
康
局
疾
病
対
策
課
ハ
ン
セ
ン

病
係
（
℡　

‐
５
２
５
３
‐
１
１

０３

１
１
）
ま
で

年
末
の
交
通
事
故
防
止 

府
民
運
動 

　

月　

日
〜　

日

１２

１１

３１

　

今
年
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま

し
た
。
年
末
は
交
通
事
故
が
多
発

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
人
ひ

で
す
。

�
選
挙
資
格

　

井
手
町
に
住
所
を
有
す
る
年
齢

満　

歳
以
上
で
、
次
に
該
当
し
て

２０
い
る
方

�
　

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
所
有
、

１０借
受
け
し
、
耕
作
の
業
務
を
営

む
方

�
右
記
の
方
と
同
居
す
る
親
族
ま

た
は
そ
の
配
偶
者
で
、
耕
作
に

従
事
す
る
日
数
が
年
間
お
お
む

ね
、　

日
に
達
す
る
と
認
め
ら

６０

れ
る
方

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
町
農

業
委
員
会
事
務
局
（
役
場
産
業
課

内　

℡　

‐
２
０
０
１
）
ま
で

８２

様
に
配
布
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
は
、
農
業
委
員
会
等

に
関
す
る
法
律
の
定
め
に
よ
り
選

挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
に
係
る
選
挙
権
、
被
選
挙
権
は
、

誰
も
が
取
得
で
き
る
の
で
は
な
く
、

一
定
の
資
格
を
持
っ
た
方
に
よ
る

町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
の
申
請
が

必
要
で
す
。

　

選
挙
資
格
を
有
す
る
方
の
申
請

に
基
づ
い
て
、
１
月
１
日
を
基
準

と
し
て
、
そ
の
選
挙
資
格
を
調
査

し
選
挙
人
名
簿
を
調
製
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
選
挙
権
資

格
を
有
す
る
方
は
、
次
の
と
お
り

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿

の
調
製
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
法
に
基
づ
い
て
、

農
業
委
員
会
名
簿
の
調
製
を
行
い

ま
す
。
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書

は
実
行
組
合
を
通
じ
て
農
家
の
皆

と
り
が
思
い
や
り
を
も
っ
て
交
通

事
故
の
な
い
安
全
な
一
年
の
締
め

く
く
り
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
年
の
瀬
も　

ゆ
と
り
と
マ
ナ

ー
で　

事
故
防
止
」

�
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

�
自
転
車
利
用
者
の
マ
ナ
ー
向
上

と
交
通
事
故
防
止

�
飲
酒
運
転
の
追
放

自
転
車
の
ル
ー
ル
と
罰
則

　

交
通
ル
ー
ル
を
無
視
し
た
危
険

な
乗
り
方
や
交
通
マ
ナ
ー
の
悪
さ

が
目
立
っ
て
い
る
中
、
自
転
車
の

交
通
違
反
も
厳
し
い
罰
則
が
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

交
通
ル
ー
ル

を
正
し
く
理
解
し
、
安
全
に
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

▼
無
灯
火
運
転
（
５
万
円
以
下
の

罰
金
）
夜
間
、
ラ
イ
ト
や
尾
灯
、

又
は
反
射
器
材
を
つ
け
な
い
で

自
転
車
に
乗
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。

▼
飲
酒
運
転
（
３
年
以
下
の
懲
役

又
は　

万
円
以
下
の
罰
金
）
お

５０

酒
を
飲
ん
で
自
転
車
を
運
転
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

▼
二
人
乗
り
（
２
万
円
以
下
の
罰

金
又
は
科
料
）
二
人
乗
り
を
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
田
辺
警
察

署
（
℡
０
７
７
４
‐　

‐
０
１
１

６３

０
）
ま
で

�
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�
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日
曜
・
祝
日
の
応
急
診
療
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ま
た
、
伝
統
的
な
日
本
文
化
の

不
可
欠
な
部
分
を
経
験
す
る
と
い

う
、
初
釜
の
喜
び
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
の
お
茶
が
非
常
に
好
き
で
す

が
、
飲
み
終
わ
っ
て
立
ち
上
が
る

と
き
、
足
が
し
び
れ
な
い
よ
う
に

座
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
私
の
国
際
交
流
コ
ー

ナ
ー
で
ジ
ャ
ッ
ク
オ
ー
ラ
ン
タ
ン

コ
ー
ナ
ー
も
大
成
功
で
し
た
。
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
私
の
特
に
好
き
な

ア
メ
リ
カ
の
休
日
で
す
、
そ
し
て
、

ア
メ
リ
カ
の
文
化
の
一
部
を
み
な

さ
ん
と
体
験
す
る
こ
と
を
本
当
に

楽
し
み
ま
し
た
！
お
よ
そ　

人
の

６０

保
護
者
と
子
ど
も
達
が
参
加
し
て

く
だ
さ
り
、
紙
の
か
ぼ
ち
ゃ
の
ジ

�

�

�

�

�����������������������������������������������������������
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ッ
ト
を
持
っ
て
私
の
と
こ
ろ
で

「
ト
リ
ッ
ク
オ
ア
ト
リ
ー
ト
」と
言

っ
て
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
を
ゲ
ッ
ト
し

て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
が
か
ぼ
ち
ゃ
に
絵
を

描
い
て
い
る
と
き
に
彼
ら
の
想
像

力
の
す
ば
ら
し
さ
を
垣
間
見
る
こ

と
で
き
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
に
触

れ
て
楽
し
ん
で
く
れ
て
い
る
姿
を

見
て
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

今
回
準
備
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
い

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
、

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
い
ま
す
。

次
回
も
今
回
以
上
に
充
実
し
た
内

容
で
お
お
く
り
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

ャ
ッ
ク
オ
ー
ラ
ン
タ
ン

を
塗
り
、
か
ぼ
ち
ゃ
の

バ
ス
ケ
ッ
ト
を
作
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
が
黒
猫
や
う
さ
ぎ
、

が
い
こ
つ
と
い
っ
た
マ

ス
ク
を
作
り
ま
し
た
。

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
は
子

ど
も
達
は
お
ば
け
な
ど

に
仮
装
を
し
て
家
の
ド

ア
を
ノ
ッ
ク
し
て
「
ト

リ
ッ
ク
オ
ア
ト
リ
ー
ト

（
飴
を
く
れ
な
い
と
い

た
ず
ら
し
ち
ゃ
う
ぞ
）」

と
言
っ
て
歩
き
回
り
ま

す
。
で
す
か
ら
子
ど
も

達
は
完
成
し
た
マ
ス
ク

と
カ
ボ
チ
ャ
の
バ
ス
ケ

　

私
は
、
井
手
町
の
文
化
祭
に
参

加
し
て
、
多
く
の
舞
台
発
表
や
展

示
を
見
て
、
私
自
身
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
私
が
教
え
る
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
の
演
奏
す
る
姿
を
見
て

本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。
み
ん

な
の
ダ
ン
ス
は
本
当
に
私
を
幸
せ

な
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
！
そ

し
て
、
み
ん
な
の
才
能
に
感
動
し

ま
し
た
！
井
手
町
で
製
作
さ
れ
た

す
べ
て
の
芸
術
を
見
る
の
を
楽
し

み
ま
し
た
。 

芸
術
を
勉
強
し
た

自
分
と
し
て
は
本
当
に
こ
れ
か
ら

井
手
の
芸
術
活
動
に
関
わ
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
井
手
町

の
み
な
さ
ん
が
製
作
し
た
フ
ラ
ワ

ー
ア
ー
ト
や
書
道
、
陶
芸
や
写
真
、

絵
画
と
い
っ
た
様
々
な
種
類
の
作

品
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

  　「こころの相談室」では、あなたの様々な悩みにカウンセラーが寄り添い、あなたと一緒に問題解決の方
法を探っていきます。お子さんのこと、パートナーとの関係、家族との関係や自分自身の生き方についてな
どを相談できます。漠然としていることや不安なことについても、ゆっくりと考えることができます。相談
の内容は他の人に漏れることはありません。相談は無料です。
日時●１２月２６日（月）、１月１６日（月）・３０日（月）、２月１３日（月）・２７日（月）
　　　午前：１０時半～１１時２０分・１１時半～１２時２０分　＊午前は「女性」の相談限定です
　　　午後：１時～１時５０分
場所●いづみ人権交流センター相談室
対象●町内在住・在勤の方
＊女性ライフサイクル研究所のカウンセラーが相談にあたります
＊ご希望の日の３日前までに、いづみ人権交流センターまでお申し込
　みください。予約制・先着順となっています
＊お問い合わせは、いづみ人権交流センター（℡８２‐３３８０）まで
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日
時
／　

月　

日
（
木
）・　

日
（
火
）

１２

１５

２０

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

《
カ
ラ
オ
ケ
》

日
時
／　

月　

日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

１２

２１

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。

＊
場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
研
修
棟

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡　

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

《
干
支
（
犬
）
飾
り
》

日
時
／　

月　

日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜

１２

１４

場
所
／
玉
泉
苑

《
交
通
安
全
教
室
》

日
時
／
１
月　

日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜

１８

場
所
／
賀
泉
苑

費
用
／
い
ず
れ
も
２
０
０
円

対
象
／　

歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
方

６０

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月　

日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

１０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

健

康

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／　

月　

日
（
火
）

１２

２０

　
　

／
１
月　

日
（
木
）

１２

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

対
象
／　

歳
以
上

４０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

講
座
・
教
室

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

日
時
／　

月　

日
（
日
）
午
後
１
時
半
〜
３
時

１２

１８

場
所
／
井
手
寺
跡
発
掘
現
場

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡　

‐
５

８２

７
０
０
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
	

日
時
／　

月　

日
（
火
）・　

日
（
火
）

１２

１３

２７

　
　

／
１
月　

日
（
火
）

１０

　
　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
１
月　

日
（
土
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

１４

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��

日
時
／　

月　

日
（
土
）

１２

１７

　
　

／
１
月
７
日
（
土
）

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

体
育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡　

‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／　

月　

日
（
金
）

１２

１６

　
　

／
１
月　

日
（
金
）

１３

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／　

月　

日
（
水
）
午
前　

時
〜
正
午

１２

２１

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ビ
ー
ズ
手
芸
》

日
時
／　

月　

日
（
火
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

１２

１３

持
ち
物
／
ガ
ー
ゼ
の
ハ
ン
カ
チ
・
マ
チ
針

《
メ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
フ
ト
》

加
盟
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
な
ど
）

参
加
申
込
／
体
育
協
会
事
務
局
（
社
会
教
育
課
内

℡　

‐
５
７
０
０
）
へ
お
申
込
く
だ
さ
い
。

８２
※
申
し
込
み
の
際
は
、
誓
約
書
を
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
／
平
成　

年
１
月　

日
（
火
）
ま
で

１８

１０

そ
の
他
／

�
健
康
管
理
に
は
充
分
注
意
し
て
各
自
の
責
任
に

お
い
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
大
会
中
に
発
生

し
た
事
故
・
傷
害
等
に
つ
い
て
は
応
急
処
置
は

行
い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
責
任
は
一
切
負
い
ま

せ
ん
（
体
育
協
会
で
傷
害
保
険
に
加
入
し
て
い

ま
す
）

�
大
会
当
日
は
、
警
察
官
及
び
黄
色
い
ジ
ャ
ン
パ

ー
（
体
育
協
会
）
の
各
役
員
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

�
当
日
は
９
時　

分
よ
り
「
第　

回
ジ
ョ
ギ
ン
グ

１５

１４

大
会
」
を
自
然
休
養
村
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ

ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
開
催
し
ま
す
。

主
催
／
井
手
町
体
育
協
会
・
井
手
町
教
育
委
員
会

後
援
／
井
手
町
・
井
手
町
体
育
指
導
員
会
・
Ｉ
Ｄ

Ｅ
ゆ
う
ゆ
う
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
洛
南
タ
イ
ム
ス

社
第　

回
綴
喜
青
少
年
の
主
張
大
会

２２

　

綴
喜
地
区
の
小
・
中
学
生
が
、
日
常
生
活
や
学

校
生
活
で
感
じ
て
い
る
こ
と
、
大
人
た
ち
や
社
会

に
向
け
て
訴
え
た
い
こ
と
、
時
代
の
担
い
手
で
あ

る
青
年
が
主
張
し
た
い
こ
と
を
発
表
す
る
機
会
で

す
。

日
時
／
１
月　

日
（
日
）
午
後
１
時
〜
４
時

２２

場
所
／
宇
治
田
原
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
宇
治

田
原
町
岩
山
沼
尻
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡　

‐
５

８２

７
０
０
）
ま
で

第　

回
町
民
駅
伝
競
走
大
会 

２１
参
加
チ
ー
ム
募
集

日
時
／
平
成　

年
１
月　

日
（
日
）

１８

１５

　
　

開
会
式：

午
前
８
時
半

　
　

ス
タ
ー
ト：

午
前　

時　

分

１０

１５

場
所
／
自
然
休
養
村
サ
ブ
セ
ン
タ
ー（
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
）

▼
１
区
（　

㎞
）
自
然
休
養
村
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

２.７

　

↓　

山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
２
区
（　

㎞
）
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

３.２

　

↓　

Ｊ
Ｒ
玉
水
駅

▼
３
区
（　

㎞
）
Ｊ
Ｒ
玉
水
駅

２.１

　

↓　

丸
山
駐
車
場

▼
４
区
（　

㎞
）
丸
山
駐
車
場

２.５

　

↓　

山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
５
区
（　

㎞
）
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

２.４

　

↓　

自
然
休
養
村
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

チ
ー
ム
編
成
／
高
校
生
以
上
で
１
チ
ー
ム
５
名

（
補
欠
２
名
）

※
た
だ
し
１
チ
ー
ム
に
つ
き
２
人
ま
で
中
学
生
の

参
加
が
認
め
ら
れ
ま
す
（
各
区
別
、
職
域
、
体
協
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�


�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
 
!
�

��

　
　
　

準
優
勝　

南
区

　
　
　

３
位　
　

玉
水
区

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　
　
　

優
勝　
　

東
部
区

　
　
　

準
優
勝　

上
井
手
・
田
村
新
田
区

　
　
　

３
位　
　

北
部
区

井
手
町
消
防
団
出
初
式

日
時
／
１
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
半
〜

場
所
／
泉
ヶ
丘
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

井
手
町
成
人
式

日
時
／
１
月
９
日
（
月
）
午
前　

時
〜

１０

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

日
時
／　

月　

日
（
月
）
午
後
１
時
半
〜
３
時

１２

２６

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
育
児
相
談
》

日
時
／
１
月　

日
（
水
）
午
前
９
時
半
〜　

時
半

１１

１０

場
所
／
西
部
公
民
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
��

日
時
／　

月　

日
（
月
）・　

日
（
月
）

１２

１２

２６

　
　

い
ず
れ
も
午
前　

時
半
〜
午
後
２
時

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡　

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２臨
時
町
議
会
開
催

　

１
議
案
が
可
決
成
立

　
　

月　

日
（
月
）
に
臨
時
町
議
会
が
開
催
さ
れ

１１

２８

ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
案
件
は
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結

果
、
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
臨
時
町
議

会
で
可
決
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
提
出
議
案

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
の
件

　
　

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
い
で　

月
号
８
面
に
掲
載
の
「
第　

回
体

１１

３４

育
大
会
区
対
抗
な
ど
の
主
な
結
果
」
に
一
部
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
次
の
よ
う
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　
　
　

優
勝　
　

北
区

日
時
／
１
月　

日
（
火
）

１０

対
象
／
Ｈ　

・
５
・
８
か
ら
Ｈ　

・
６
・　

生
ま
れ

１６

１６

３０

受
付：

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
１
時
半

＊
母
子
手
帳
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

《
Ｂ
Ｃ
Ｇ
》

日
時
／　

月　

日
（
火
）

１２

１３

�
生
後
１
〜
６
ヶ
月
ま
で
に
受
け
て
く
だ
さ
い

受
付：

午
後
２
時
〜
２
時　

分
４５

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

ん
で
く
だ
さ
い

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

各
種
相
談

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

日
時
／　

月　

日
（
月
）・　

日
（
月
）

１２

１９

２６

　
　

／
１
月　

日
（
月
）

１６

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／　

月　

日
（
月
）
午
後
１
時
〜
４
時

１２

１２

場
所
／
賀
泉
苑

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／　

月　

日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

１２

２６

場
所
／
玉
泉
苑

＊
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日

（
月
４
回　

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は

賀
泉
苑
）
に
開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜
日
と

祝
祭
日
に
あ
た
る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡　
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で
。

�
�
�
�
�
�

子

育

て

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／　

月　

日
（
木
）
午
前
９
時
半
〜
正
午

１２

２２

場
所
／
玉
泉
苑

＊
毎
月
第
４
木
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡　
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
	

《
２
歳
半
歯
科
健
診
》

日
時
／　

月　

日
（
金
）

１２

１６

対
象
／
Ｈ　

・
５
・
１
か
ら
Ｈ　

・
８
・　

生
ま
れ

１５

１５

３１

《
１
歳
半
健
診
》

��������	�	
�

����������

�����������

����������

���������

���������

　

皆
様
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
平
成　

年
１７

国
勢
調
査
に
つ
い
て
、

本
町
に
お
け
る
人
口
・

世
帯
数
に
関
す
る
集
計

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

な
お
、
こ
の
数
字
は

総
務
省
統
計
局
お
よ
び

京
都
府
の
公
表
と
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆町内受付（土木・建築・舗装・水道・コンサルタント・物品・一般廃棄物）
　町外受付（工事、コンサルタント、物品）
◆参加申請受付期間　平成１８年１月６日（金）～平成１８年１月３１日（火）
◆作成要領配布期間　平成１７年１２月９日（金）～平成１８年１月３１日（火）
◆期間中の受付日時　平日　午前９時～正午・午後１時～４時まで受付
　　　　　　　　　　（土曜日、日曜日、祝日を除く）
＊お問い合わせは、役場建設課（℡８２‐２００１）

��������	
��
�
��������	
��
�����



��������������

�
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

�
視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

※
年
末
年
始
は
貸
出
冊
数
、
貸
出
期
間

を
変
更
し
ま
す
。

☆�
�
�
�
�
�
�
�
	




���

�
�
�
�

「
闇
夜
の
国
か
ら
二
人
で
舟
を
出
す
」

 

小
池
真
理
子

「
虹
色
に
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
」熊
谷
達
也

�
�
�
�
�
火
曜
日
〜
日
曜
日

�
�
�
�
�
�

　

月
〜
３
月　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

１０

☆　

月
・
１
月
の
休
館
日

１２

�
　

月　

・　

・　

〜　

日

１２

１２

１９

２６

３１

�
１
月
１
〜
４
・　

・　

・　

・　

・

１０

１６

２３

２６

　

日
３０

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
図
書
は
１
人　

冊
、
２
週
間

１２

「
王
城
の
忍
者
」 

南
原
幹
雄

「
シ
ャ
ネ
ル
」 

藤
本
ひ
と
み

「
闘
え
、
日
本
人
」 

日
下
公
人

�
�
�
�

「
ま
ん
げ
つ
の
よ
る
に
」 

木
村
裕
一

「
が
い
こ
つ
」 

和
田
誠

「
深
夜
の
ゆ
う
れ
い
電
車
」 

斉
藤
洋

「
わ
た
し
た
ち
の
帽
子
」 

高
楼
方
子

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

��

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

１
月　

日
（
土
）

１４

午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

　

月　

日
（
土
）

１２

１７

１
月　

日
（
土
）

２１

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

《
冬
の
お
話
し
会
》

１
月　

日
（
土
）

２８

午
後
１
時
半
か
ら

はじめてのリースと花飾り
井越和子
楽しく作って楽しく飾れるク
リスマス・リースや、プレゼ
ントにぴったりな１年中飾れ
るリース＆花飾り、初めてで
も失敗なしの市販の台を使っ
た簡単リースなどを、作り方
や飾り方とともに多数紹介す
る。

消しゴムはんこ。
津久井智子
消しゴムはんこを自分で彫っ
て押したら、雑貨みたいにか
わいい。身の回りのものや着
るもの、贈答品、お年賀や季
節のあいさつ状への利用方法
など、いろんな人が楽しめる、
消しゴムはんこ作りのヒント
がいっぱい。

おふとんのくにのこびとたち
でくねいく
「つまんないなあ」  ひさこち
ゃんはお熱があって、今日は
おとなしく寝ていなければな
りません。ところが、お布団
には秘密があって、それがな
んと、熱のある子どもにしか
見えないものだったのです…。

もっかい！ 
セバスチャン・ブラウン
夜ねる前の「おはなしの時
間」は、子どもたちのとっ
ておきのお楽しみ。ほら、
今夜もまた、わくわくどき
どき、楽しそうな声が聞こ
えてきたよ…。読み聞かせ
にぴったりの絵本。

�

�

�

�

�����������������������������

�����������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�




�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
	
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
第
１
号
被
保
険
者
の
加
入
手
続
き
は
お
済
み

で
す
か
。
今
回
、
会
社
を
退
職
し
て
自
営
業
を
始

め
た
こ
と
に
よ
り
、
国
民
年
金
の
加
入
種
別
を
第

２
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被
保
険
者
に
変
更
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
現
在
、
第
１

号
被
保
険
者
と
し
て
の
加
入
手
続
き
が
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
勧
奨
状
が
届
い
て
い
ま
す
。
す
み
や

か
に
、
役
場
住
民
課
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
第

１
号
被
保
険
者
の
加
入
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
会
社
を
退
職
し
た
時
に
第
３
号
被
保
険

者
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
た
被
扶
養
配
偶
者
が
い

た
場
合
は
、
配
偶
者
に
つ
い
て
も
第
１
号
被
保
険

者
へ
の
加
入
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
配
偶

者
の
第
１
号
被
保
険
者
の
加
入
手
続
き
が
漏
れ
た

場
合
に
つ
い
て
も
、
勧
奨
状
（
第
１
号
被
保
険
者

該
当
勧
奨
）が
届
き
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
勧
奨
状
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
外
の
ケ

ー
ス
で
も
届
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

南
社
会
保
険
事
務
所

　
（
℡
０
７
５
‐
６
４
３
‐
３
５
４
１
）

　

ま
た
は
役
場
住
民
課

　
（
℡　

‐
２
０
０
１
）
ま
で

８２
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※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場衛生課（TEL０７７４-８２-２００１）まで。
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▼浴室や洗面所

�洗濯する時は、まとめ
て洗うようにする
�お風呂は、間隔をおか
ずに入る。追い焚きを
しないようにする
�シャワーはお湯を流し
っぱなしにしない

家庭・オフィスでできる　省エネ

※し尿に関するお問い合わせは、
　城南衛生管理組合（TEL０７５-６３１-５１７１）まで。

　臨時収集（有料）は１２月２８日（水）まで収集します（受付２６日まで）。年始は１月４日（水）から受け付
け、１月６日（金）より収集します。その他、し尿収集に関するお問い合わせは、年末１２月３１日（土）正午
までに、新年は１月４日（水）午前８時半以降にご連絡ください。収集もれの場合は、収集口から確認の上、
翌日に連絡してください。
＊お問い合わせは、城南衛生管理組合業務課（℡０７５‐６３１‐５１７１）まで
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 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail�idekika@silver.ocn.ne.jp
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電話番号名　　称

0774－82－2001
2160
2237
2468
3290

井手町役場

0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－4412井手小学校有王分校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署

����
��
������
��

～井手町自然～井手町自然
ガイドブックから～ガイドブックから～

��������	

����ウラジロ科
����本州～沖縄
　暖かく日当たりのよい場所を好ん
で生えるシダで、林を伐採した後な

どに一面に繁茂することもあ
ります。葉柄（葉の軸）は二
股に分かれています。 
　葉柄は、かごなどの工芸品
を作るのに用いられることも
あります。また、正月の鏡餅
の飾りに今でも各地で用いら
れています。井手町では「ホ
ナガ」という名前で呼ばれて
おり、大正池の周りでもみら
れます。昔は、正月前になる
と、谷の奥深いところまで行
って自分の家で使う分だけを
それぞれ採ったそうです。
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